
〈最優秀賞〉  

青森県 飛嶋さん（５０代 女性）

私は、現在遺族年金を受給し働きながら生活をしています。

今さらながら年金の事を若い人達にもっと知ってほしいと思います。

年金は、老後にいただいて生活の糧にするだけではありません。子供と私は、遺族年金の

おかげでなんとか生活ができています。

私の場合は、29 才の時に夫が突然不慮の事故で亡くなりました。 
 生命保険も入ってなく、労災保険も家族で経営している小さな会社の役員という事で対

象になりませんでした。

 夫が亡くなった時は妊娠中でした。悲しみの中、お腹の赤ちゃんに蹴られて思ったもの

です。「この子はちゃんと無事に産もう。」と。

 でも、そう思えば思うほどに子供を一人で育てる事の不安が襲って来ます。その頃は、

遺族年金の事を知りませんでした。

 赤ちゃんが生まれてしばらくした頃に役場の方からお知らせをいただきました。子供の

分と合わせて月に８万弱いただけるそうです。まだ働けない私にとってほんとにありがた

い事でした。

 周りの人のお世話になりながら生活をしてましたが、「おむつ」も「ミルク」もいただい

た年金で買う事が出来るのです。感謝しかありません。

 子供が小さい時は内職をしました。その後は働きながら職も生活環境も変わる事もあり

ましたが、この年金受給が支えとなり生活して来られました。

 ある年の正月の事です。甥っ子にお年玉をあげると、私からはもらえないと言います。

「なんで？」と聞くと我家に「お父さんがいない」と言います。

 甥っ子の成長に驚かされ、そのやさしさを感じながら小さい子に気を遣わせていたのか

と思うとうれしいやら情けないやら…。

そこでパッと私の頭にうかんだのが、「お父さんの給料」という言葉です。

 さっそく「心配しなくてもいいよ。お父さんからちゃんと給料が届いているし、私も働

いているから。」と話し、お年玉をあげる事が出来ました。

この事があってから私の気持ちが変わりました。

年金をもらっている事を人に言うのが心苦しい気がしていたのですが、主人からのお給

料だと思うと何やら主人が生きている様でうれしい気持ちになるのです。

お父さんありがとう。

 おかげ様で今は子供も成人しております。まだ仕事が決まらずアルバイトをしておりま

すが、２０才を過ぎているので国民年金を納めなければいけません。

私共の生活は決して楽ではありません。ですが、遺族年金をいただき助けてもらった事



を思うと納めない訳にいきません。がんばって納めています。 
 年金には保険という文字がつきます。若い人の負担が増えると言われており申し訳なく

思いますが、きっと行政が改革してくれることと思います。助け合いの気持ちでぜひ若い

人達も希望をもって年金納付していただきたいと思います。 
 老後の年金・遺族年金・障害年金などあると思いますが、自分のためと愛する家族の為

にも年金制度は大切だと思います。 
 私にとって毎回いただける年金は心の支えです。 
 私達家族が生活できたのは、周りの人の助けと年金制度のおかげだからです。 
 文章を書くのは得意ではありませんが、感謝の気持ちを伝えたくて書かずにいられませ

んでした。 
 この制度がより良い方向に改善され安心して生活できる場を作ってほしいと思います。 


